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用いられる数学的な考え方としての数学的な態度を考察し，表 1 に示す 4 項目にまとめている。 
表 1 の「数学的な態度」の項目を参考に，生徒の意識の変化を見取るためのアンケートを作成した[表
2]。単元の前後でアンケート調査を行い，その結果をもとに分析を行う。 




































授業実践を行った単元は中学校第 3 学年数学科第 2 章「平方根」である。全 15 時間の単元計画のう
ち，2 節 3「根号をふくむ式の計算」と 3 節 1「平方根の利用」の時間を担当した。メンター教員が担当




















られた。肯定的回答の減少が見られた項目はなかったものの，項目 8 については変化が見られなかった。 
また，回答を数値化（「あてはまる」＝4，「ややあてはまる」＝3，「あまりあてはまらない」＝2，「あ
てはまらない」＝1）し，各項目における平均値をとったところ，図 2 のような結果となった。ほとんど


















会がうまれたことが要因の 1 つとして考えられる。反対に，あまり変化が見られなかった項目の 1 つと
図 2 アンケート調査結果―回答の平均値― 
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図 4 根拠の追究を促す授業を構想する視点 
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